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組込みシステム技術協会機関誌

ベクター・ソフトウェア・ジャパン

世界で支持を得る動的テスト自動化ソリューション
組込みシステムの高い要求に応える「VectorCAST」を展開中

IoT×ワイヤレス
拓殖大学工学部電子システム工学科准教授
拓殖大学産学連携研究センター副センター長　前山 利幸
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ET/IoT総合技術展 企画イベント
組込みIoTハッカソン2016

組込みIoTハッカソン2016企画WG
（委員長：慶應大学 白坂成功 准教授）

概要
　IoT時代に変わりつつある組込みシステ

ムの新たな可能性と方向性を実感すると

共に、これからの組込みシステム業界を牽

引できる「組込みIoT人材」を発掘・育成す

ることを目指して開催します。

　初開催の昨年はエキジビションで実施し

た組込みIoTハッカソン。今回はオープン競

技として開催いたします。

※ハッカソンとは、ハッカー・マラソンのこ

と。与えられた課題を解決するサービス／

システムを、何時間／何日といった短に実

装して、その発想やアイデア、設計／実現上

の工夫、サービス／システムの出来栄えを

競う競技です。

課題の出題方法
　提示された課題ペルソナに対して、チー

ム毎に抽選で指定されるシチュエーション

（利用状況）において、指定されるエモー

ション（利用者の感情）を提供できるIoT

サービスを、指定されるアトリビューション

（活用するデータ属性）を活用して実現し

ます。

・IoTサービスは、センサー、ネットワーク、
クラウドサービスのすべてを使用すること
が必須の要件になります。
・また、開発したIoTサービスについて、以下

組込み×IoT 総合技術展2016、開幕!!

協会が主催するEmbedded Technology 2016/IoT Technology 2016が
11月16日から3日間、パシフィコ横浜で開催される。協会主催の展示会として、
ET2016は節目となる30回を迎えた。記念開催にふさわしく、出展社数（415
社・団体）小間数（809小間）ともに前回を上回り、規模を拡大しての開催と
なった。新規出展社は80社を超え、日本企業とのパートナーシップを見込んだ
海外企業の出展社も前年比1.5倍となり、華やかさに彩りを添える。
東京大学・坂村健教授が“これからの30年”を展望するET30回記念講演、
JASA会員企業が集合したJASA特設パビリオンなど、特別企画も用意され、
展示会・カンファレンスを盛り上げる。おおいに注目いただきたい。

の設計ドキュメントの提出が求められます。
 -対象とした利用者のペルソナ記述
 -開発したシステムのGSN/D-CASE記述
 ならびにSYS-ML記述
・開発時間： 11月15日（火）の課題発表後
 12：00から11月17日（木）12：00までの
 72時間
＜スケジュール＞
17日（木）会期2日目：審査会/受賞者講演
18日（金）会期3日目：受賞パネル展示
　展示会場JASA特設パビリオンブース

11月17日（木）は、13時～15時、審査会および授賞式が会議センター4階411＋412
にて行われます。どなたもご参加頂けますので、ぜひチームの作品とプレゼンテーション
をお聞きに、足をお運びください。

＜スポンサー＞

今年はET30回記念。規模も拡大され開催
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ET/ IoT Technologyアワードは、組込み業界の発展と国内産業の競
争力向上に寄与する、優れた組込み技術や製品、ソリューション、
サービスに対し表彰するもの。「市場へのインパクトがある」「今年
の市場トレンドにマッチしている」「従来製品と明確な違いがある」
ことをポイントに公募。ET/IoT Technologyアワード審査会の厳選
なる審査により選定した。
（表彰式は11月17日（木）16:30～メインステージで実施）
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● アーム株式会社
「ARM、自律走行車を実現する
 最先端の機能安全プロセッサ Cortex-R52」
機能安全の最高基準を満たす ARM® Cortex®-R52
次世代の自律走行システムに必要な安定したリアルタイム性能を提供
車載、産業、医療アプリケーションの安全認証手続きを簡素化

● NEC

「ARｍKeypad（アームキーパッド）」

腕を仮想キーボード化するスマートグラス用
ユーザーインターフェース

受賞社決定!!

C-49 B-69

● 筑波大学 山際研究室
「ARｍKeypad（アームキーパッド）」
腕を仮想キーボード化するスマートグラス用
ユーザーインターフェース

● インタープラン株式会社
「920MHz特定小電力無線モジュール　IM920シリーズ」
部品感覚で使え、よく飛ぶ920MHｚ帯組込み用無線モジュール

● 株式会社ステップワン
「ワイヤレス温湿度センサ」
温湿度のリアルタイム監視及び長時間記録が可能なセンサシステム

● NextDrive Inc.
「世界最小クラスIoTゲートウェイ：Nextdrive Cube」
積木式IoTソリューション

UI-01

V-15

V-06

D-15-04

● 株式会社ソルティスター 
　 （旧社名：株式会社ジービーエー）

「SaltySter 5.0」
IOT＋エッジコンピューティングを強力にサポート！

● 日本サイプレス株式会社
「CYALKIT-E02 Solar-Powered BLE Sensor 
　Beacon Reference Design Kit」
電池交換、電気配線不要！10円玉サイズの
超小型電池レス無線センサー

D-23-1 A-45

出展社から応募された多数の新技術・ソリューションより、厳選な審査で選出された受賞社

ET/ IoT Technologyアワード2016 

◀ ▶Embedded Technology優秀賞

◀ ▶IoT Technology優秀賞

◀ ▶特  別  賞

ET30回開催記念として、業界
振興を目的に、特に新規出展や
小中堅企業より、製品技術の優
位性、アイディア、新分野・市場
参入を展開する企業等に対し、
主催者特別賞を設けました。

JASA
特別賞

たこ焼きなら60個、寿司
なら80貫は食べます。

シラと愉快な仲間たち
／ユークエスト株式会社

チームNSKは若さ溢れる
メンバーが集まっていま
す。 時代を切り拓く新しい
発想と新たなサービスでイ
ノベーションを起こします。

チームNSK
／日本システム開発株式会社

メンバーも東京、名古屋
と離れていますが、IoT技
術を駆使して頑張りま
す！

Team IoTSL
／株式会社OTSL

短期決戦ならではの雰囲
気を楽しみつつ、普段とは
違う発想が産まれるよう
自分たちを追い込みます！

7営業日
／エスディーテック株式会社

普段はIoT社会を縁の下
で支えている組み込みの
職人たちが、IoTサービス
の創造に挑戦します！

Re:FReSH
／イーソル株式会社

ショートスリーパーが有
利と思われるハッカソン
ですが、あえて、ロングス
リーパーで挑戦しました。

ロング・スリーパーズ
／株式会社エクスモーション

＜ 参加６チーム紹介 ＞



ET2016 / IoT Technology2016 プレビュー

2 Bulletin JASA  2016  Nov.  vol.60

【会社概要】
アドバンスド・データ・コントロールズ（ADaC）は、1982年の設立以
来、 「最適なソフトウェア開発環境」を常に追求し、時代を先取りしたベ
ストソリューションをトータルに提供するリーディングカンパニーです。
【出展概要】
本展では、「IoT社会に貢献するEmbedded Solution」をテーマに、
車載インフォテインメント（IVI）や先進運転支援システム（ADAS）な
ど、特に高い安全性・信頼性が求められる自動車分野に向けた最新の
ソリューションをご提案します。
■仮想化技術を利用した信頼性の高い車載システム
車載システム向けハイエンド系SoCにポーティングされたリアルタイ
ムOS上で、LinuxがゲストOSとして安全に動作できる仮想化技術
を、車載インフォテインメント（ナビやビューカメラ）向けのデモでご
紹介。
■ADAS向け障害物領域検出 画像処理デモ
「R-Car V2H」を使用し、リアルタイムOSに障害物領域検出アルゴ
リズムを実装した実機デモを展示。

㈱アドバンスド・データ・コントロールズ
Tel.03-3576-5351　http://www.adac.co.jp/

組込み機器のハードウェア/ソフトウェア/メカニズムの開発・設計
・受託開発
・独自技術の自社商品開発(ODM)
ものづくり
・試作開発から量産化まで対応可能
・数個の試作開発、案件に応じた開発提案
・各分野の様々な部品メーカー、製造業者と協力体制がある

㈱イーアールアイ
Tel.019-648-8566　http://www.erii.co.jp/

D-22

B-67

B-40-1

IIOTは、モバイル機器を中心に他機器との相互接続検証（IOT）に必
要な機材、ツールおよびDBから成る検証基盤を保有し、会員企業へ
の独自ツール開発や市場調査等を通じて検証基盤の価値向上に努め
ております。
会員企業はIIOTの検証基盤を利活用し、ICT関連企業の検証案件を
受託する検証ビジネスを展開しております。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。
事業紹介
1. スマートデバイスを中心とした検証・認証基盤の構築と提供
2. 検証ツールの開発、検証ナレッジを蓄積活用するためのデータ
　 ベースの構築
3. 海外のIoT標準化団体と連携した国際標準化に向けた取り組み
4. ソフトウェア検証技術者の人材育成
5. スマートデバイス機器等の検証・認証事業による雇用の創出

一般社団法人IIOT
Tel.098-938-0835　http://www.iiot.or.jp

イマジネーションは、世界中の何十億の人々の生活を豊かにする製
品を支えるグローバルテクノロジー・リーディング・カンパニーです。
モバイル、家電、自動車、企業、インフラ、IoTなど組込機器の原動力と
なるSoC（Systems on Chips）設計に欠かせないマルチメディア、
通信、汎用プロセッサのIP(知的財産)を提供してます。独自のソフトウ
ェアやIPシステムソリューションによって、ライセンシーやパートナー
が差別化されたSoCプラットフォーム素早く市場に投入することを可

イマジネーションテクノロジーズ
Tel.03-5795-4648　http://www.imgtec.com/jp

組込みシステムの開発に欠かせないソフトウェアの統合開発環境とツ
ールチェーンの世界的リーディングカンパニーであるIARシステムズ
は、主力製品のIAR Embedded Workbenchの使用シーンを次の
４つのテーマにフォーカスして展示します。 (1)IoTを実現する無線ソ
リューションとリファレンス開発ツール (2)ARM Cortex-Aでも
IAREmbedded Workbench for ARM (EWARM)での開発が有
利(3)産業イーサネットソリューションの低価格導入ソリューション
(4)マルチコア対応の並列処理コンパイラによる高速処理の実現ブー
スプレゼンテーションではIoTをメインテーマに、半導体メーカーやソ
リューションパートナーからのオススメ最新製品の紹介もあります。ブ
ース来場者には素敵なプレゼントやスウェーデン産のコーヒーなどを
用意しておりますので、ぜひいらして下さい。

IARシステムズ㈱
Tel.03-5298-4800　http://www.iar.com/jp

C-46

当協会はＩＴ検証サービスに関する企業・団体・個人が集い、よりよ
いＩＴ検証サービスを目指し、業界の健全なる発展を促進するととも
に、産業として確立させ、わが国の社会・経済の発展に寄与すること
を目的としております。
活動内容
　検証（テスト・評価）業界の認知度向上
　検証（テスト・評価）技術力の向上
　検証（テスト・評価）標準化（体系、用語等）
　検証（テスト・評価）技術者の創出・育成・認定
　検証（テスト・評価）情報の交換および提供 
　産官学の連携

一般社団法人 IT検証産業協会
Tel.03-3845-4781　http://www.ivia.or.jp

A-36

36年に亘る様々なシステム開発実績と高度な技術力、長年蓄積して
きたノウハウをベースに、組込みシステムから制御系システムまで、幅
広いお客様に最適なＩＴシステムをご提供いたします。
【展示製品】
弊社ブースでは、開発事例の紹介を中心に、対応分野および摘要技
術をご紹介いたします。
◆医療
検査機器・診断機器からセントラルモニタ、生体情報システムから
地域医療連携、ヘルスケアサービスに至るまで、多岐にわたる開発
事例をご紹介します。
◆車載
自動車向けECUの開発や走行安全に向けた開発まで、様々な車載
組込みシステムの開発事例をご紹介します。
◆社会インフラ
IoT/M2M技術を利用し、多岐にわたる社会インフラシステムの開
発事例をご紹介します。

アートシステム㈱
Tel.03-5956-7422　http://www.artsys.co.jp

D-41

D-05

出展会員企業紹介 ＊50音順

沖縄パビリオン

TOHOKUパビリオン
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エーアイコーポレーションは、オープンソースを中心としたRTOS、各
種組込みソフトウェア部品から品質向上支援・テストツール、BIOSな
ど、組込み開発をトータルにサポートいたします。
■TOPPERSソリューション
RTOSとLinux/Androidを同一CPU上で安全かつ簡便に共存させ
るSafeG、ITRON上で動的にモジュール更新可能なRLL、その他マル
チコア対応他
■品質向上支援ツール
マルチスレッド、割り込み干渉不具合が検出可能な高精度静的解析ツ
ール、要求仕様、シミュレーション、検証ツール
■IoT関連
医用機器をつなぐIoTソリューション「コンティニュア」、IED/RTUをつ
なぐ「プロトコルゲートウェイ」他、機器間をつなぐ通信ソフトウェア　
「NFC、Blue too th」他、デバイスマネジメント用プロトコル
「LWM2M、OMA-DA」他、産業IoTのデータ交換規格「OPC UA」他 

㈱エーアイコーポレーション
Tel.03-3493-7981　http://www.aicp.co.jp

エクスモーションでは、組込みシステム開発の生産性と品質を向上さ
せることを目的としたソリューションをご用意しています。
◆品質と生産性向上を目的としたフロントローディング開発支援
　・システムアーキテクチャ設計　・USDMによる要求の仕様化
　・モデルベース開発
　・機能安全の導入と安全設計による開発
◆品質改善を目的とした支援
　・リファクタリング
　・プロセス改善
　（継続的インテグレーション・テスト駆動開発の導入）
◆派生開発・バリエーション開発における生産性向上
　・XDDP派生開発　　・SPL開発
開発における品質と生産性の悩みがございましたら、ぜひ、当社ブース
にお越しいただき、具体的に相談してください。

㈱エクスモーション
Tel.03-6722-5067　http://www.exmotion.co.jp

SRAは、創立49年目を迎える、約1,000名のエンジニアを擁する技
術者集団です。
車載、医療、産業機器、プリンタ、半導体、防衛等の様々な分野で60か
国、7,000社以上の実績を持つクロスプラットフォームHMIアプリケ
ーションフレームワーク"Qt"のプロフェッショナルチームと、100名以

㈱SRA
Tel.03-5979-2800　http://www.sra.co.jp/qt/

株式会社ヴィッツでは自動運転実現に貢献できるサービスとして、車
載セキュリティサービス、ADASサービス、支援ツールサービスを出展
致します。車載セキュリティサービスでは迫るセキュリティ脅威から守
る技術として車載セキュリティ導入支援ソリューション及び車載セキ
ュリティ教育ソリューションのご紹介を致します。ADASサービスでは
画像認識/センシング検証向け3Dアニメーション環境を用いて白線
認識、障害物認識システム検証コスト低減を実現する仮想空間検証
環ソリューションのご紹介を致します。支援ツールサービスでは車載
セキュリティ開発プロセスを支援するツールのご紹介を致します。 

㈱ヴィッツ
Tel.052-220-1218　http://www.witz-inc.co.jp

D-39

B-64

B-02

D-02

★「farmoni（ファーモニ）クラウドサービス」は各種センサーからの情
報を取得・蓄積し「見える化」するシステムです。
①僅かな時間を利用してお手持ちのスマートフォン等から農地の様
子を確認できます。
②期間を指定してデータを確認することができます。また、指定した期
間の最高値・最低値・平均値も合わせて確認することができます。
③データをダウンロードすることで、月毎・年毎の比較が、お手持ちの
表計算ソフト等で簡単にできるようになります。
④ご自身のホームページに掲載することで、広く「安全・安心」をお客
様（消費者さま、お取引先さま）へ伝えることができます。
★経済産業省平成28年度　商業・サービス競争の強化連携支援事
業に関わる「見える化システム」のデモ展示を行います。
　トマト、キュウリ等の「美味しさ」が、お手持ちのスマートフォンで判
る画期的なシステムです。 

㈱ＳＪＣ
Tel.022-284-0290　http://www.sjc-sendai.co.jp

B-40

TOPPERS/SESSAMEパビリオン

TOHOKUパビリオン

株式会社NCEは、コンピュータシステムに関する技術開発を行う企
業として、時代を切り開く新しい会社の形を目指すとともに、「顧客第
一主義」をモットーに社員一丸となって業務に取り組んでいます。
弊社は農業向けに、周辺環境のデータを収集するセンサーの開発を
行いました。このセンサーは「温度・湿度・照度・圧力・CO2」の情報を
随時収集し、その情報を画面上に表示します。センサーを温室等に複
数台設置することにより、一つの温室内で多点観測が可能となりま
す。これにより、より正確な情報を取得することができ、より的確に作
業を行うことができます。センサーの場所は情報表示画面とリンクさ
せることが可能なので、簡単にデータと場所とを結びつけることがで
きます。計測項目はグラフでの表示も可能なので、過去のデータと比
較してみることができます。また、センサーからのデータでアラートの
表示が可能です。このアラートの条件はユーザー側で設定でき、計測
項目全てに対応しています。
このセンサーの将来機能として、東京大学と共同研究により土壌成分
のデータ収集も可能となる予定です。土壌の成分は「窒素・リン酸・カ
リウム」の計測を予定しています。これにより、土壌で今必要としている
養分が何かが判るようになり、従来のような大量の肥料散布で無駄
なコストがかかることなく、適切なタイミングで適切な量の肥料を与
えることが可能となり、コスト削減につながります。 

㈱NCE
Tel.024-937-1050　http://www.nce.co.jp

B-40TOHOKUパビリオン

STマイクロエレクトロニクスは、私たちの暮らしに欠かすことのできな
いエレクトロニクス機器に、優れた性能と高い電力効率を特徴とした
半導体を提供する世界的な総合半導体メーカーです。あらゆるシーン
で活躍するSTの製品は、お客様が開発する次世代モバイルやIoT機
器の他、よりスマートな自動車、工場、都市および住宅を可能にしま
す。STは、生活をより豊かにする技術革新を通じ、「life.augmented」
の実現に取り組んでいます。 

STマイクロエレクトロニクス㈱
Tel.03-5783-8310　http://www.st.com

D-37

能にします。半導体メーカー、ネットワークオペレータ、OEMやODM
など多くの世界的な先端企業がイマジネーションのお客様で、革新
的な製品を世界各地で創り続けています。

上のQtエンジニアにより、受託開発、トレーニング、ポーティング、性能
改善等のコンサルティング、サポートまでをワンストップで提供します。
今回、Qtの最新のデモを開発元であるThe Qt Companyと共に展
示致します。
また、SRAが国内初のディストリビュータであるIoT向けソリューショ
ン"Red Hat Embedded Program"をご紹介致します。
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安全認証基準の分野で

世界的な支持を得る

　ソフトウェア開発における「テストツー

ル」と聞いて、何を思い浮かべるだろうか？

もっとも身近なツールは、統合開発環境に

付属するデバッガかもしれない。管理業務

に関わるプロジェクトマネージャーやリー

ダーなら、意外にも表計算ソフトが思い浮

かんだり。テストツールといっても、その対

象は多岐にわたる。管理系では、ソフトウェ

ア要件の管理からテストケース、インシデ

ント管理のためのツールがあったり、実行

系ならテスト自動実行ツール、性能テスト

ツール、静的解析ツール、動的解析ツール

などが存在する。

　そうしたテストツールを活用するメリッ

トといえば、ソフトウェアの品質向上であり

複雑な工程を削減できる点にある。ソフト

ウェア開発は複雑化する一方であり、テス

トツールを用いたソフトウェア開発の効率

化は、日本のソフトウェア開発現場にとっ

て必須であるといっても過言ではない。と

はいえ日本では、テストツールが有効活用

されている例はまだまだ少ないと聞く。ソ

フトウェアプロジェクトにおいて、おそらく

もっとも困難なフェーズがテスト工程とい

え、テストツールの効果的な活用は早急に

検討すべき要件にあげられるものだろう。

ET2016に来場される人には情報収集の

良い機会なので、ぜひテスト関連ツール

を展示紹介しているブースに立ち寄って

いただきたいと思う。

　そうしたなかで、ぜひ知っておきたいテ

ストツールがある。米Vector Software Inc.

（本社：米ロードアイランド州）が開発して

いる動的テスト自動化ソリューション

「VectorCAST（ベクターキャスト）」がそれ

だが、まったく初めて耳にされる人も少な

くないだろう。日本に拠点が立ち上がった

のはほんの1年前だからだ。

　とはいえ、開発は1989年にさかのぼり、

26年の歴史と豊富な実績を備えている。

VectorCASTは安全関連開発向けのTUV 

SUD 認証ソフトウェアツールで、安全認証

基準のある航空、自動車、医療、鉄道、産業

機器の5分野をメインにミッション・クリティ

カルな製品を開発する多くの企業のソフト

ウェアを支え、世界的に支持を得ている。

ガートナーのCoolVendors2016
に選定されたホットなツール
　また今年は、業界最大規模のITアドバイ

ザリ企業であるガートナーが2016年4月

に発行した「Cool Vendors in Embedded 

Software and Systems, 2016」において

「Cool Venders 2016」に選定されるという

トピックスもある。「Cool Venders」は、ガー

トナーが各IT市場における革新的なベン

ダを世界中から選定し認定するもので、組

込み市場において今まさにホットなツール

といえるだろう。

　VectorCASTに惚れ込み、日本支店ベク

ター・ソフトウェア・ジャパンの立ち上げに

奔走したのが高橋高弘氏。「VectorCASTは、

前職のときにたまたま知りました。歴史も実

績もあるのに日本の拠点が無いところに関

心を持ちましたね」といい、さらに「ちょうど

何か新しいことを始めたいという考えも

あって、このツールを日本で紹介できれば

面白いのではないかと」。そうした思いに縁

やタイミングがマッチしてVector Software

Incとの接点が生まれ、日本支店の設立に

至ったそうだ。

　VectorCASTはどんなツールなのか。以

下に主な特徴を紹介してみる。

高度な安定性・安全性に求められる
あらゆる機能を網羅
　特徴的な機能は次のようなものになる。

・ソフトウェアの単体テストを行うためにス
 タブ、ドライバ、テストケースを自動生成し、
 テストを自動的に実行
・テスト実行時にコードカバレッジのレ
 ポートを出力

世界で支持を得る動的テスト自動化ソリューション
組込みシステムの高い要求に応える「VectorCAST」を展開中

●ベクター・ソフトウェア・ジャパン

ソフトウェアプロジェクトにおいて、もっとも困難なフェーズといえるテスト工
程。26年にわたりミッション・クリティカルな製品開発を強力にバックアップ
し続け、世界レベルで支持を得るテストツールがある。米Vector Software 
Inc.の「VectorCAST（ベクターキャスト）」だ。昨年、日本支店（神奈川県横
浜市）が開設されたばかりだが、その多彩な機能性は日本でも高評価を得て
いる。そんな同社を訪ね、この１年の成果や今後の展開などを伺った。

会社訪問

ベクター・ソフトウェア・ジャパン
フィールド・アプリケーションエンジニア
ビジネス・デベロップメントマネージャー

　高橋 高弘 氏
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・CIツールJenkinsと連携して継続的イン
 テグレーションを実現
　「一度テストしたコードが変更になった

とき、もう1回実行するべきテストはどれか

を判断したうえで実行できます。この機能

がなければ、コードが変更になるたびに何

千とあるテストケースをすべてやり直さな

ければなりません。必要なテストケースを

特定し絞り込むことで、継続的インテグ

レーションがやりやすくなります」（高橋氏）。

組込みソフトウェア開発のニーズに見合っ

た、実機ベースのテスト環境で必要となる

さまざまな機能が提供されていることが、

世界各国で認められている大きな要因だ。

　開発時はアメリカの航空宇宙分野が対

象だった。「厳しい認証試験を通過し飛行

機を飛ばすには、ソフトウェアが単体レベ

ルからシステムレベルまで、100％のカバ

レッジを取得してテストしたエビデンスを

提出する必要があります。そのテストニー

ズに応えるために生まれたツールです」と

高橋氏は説明する。

　航空宇宙分野では安全認証基準として

DO-178B/Cがあるが、ツール誕生以降には

ISO26262（自動車）、CENELEC/EN50126

（鉄道）、IEC62304（医療）といった、同様

に厳しい認証基準に対応するツールとし

て普及して行ったのは自然な流れだったと

いえるだろう。

　Vector社のアクティビティはツールの提

供だが、企業のニーズに応えるかたちで安

全認証基準に関連したサービスの展開も

始めている。具体的には、認証規格に関し

てのトレーニング、考えているプロセスで

認証が取得できるかギャップを解析しての

コンサルティングなどを行う。また、レガ

シーコードに対してテストケースをつくる

ことも着手している。「これからコードを全

部新しく書く、というお客さんは稀なほどレ

ガシーコードは必ずあります。しかも、そこ

がテストできていないケースがほとんどで

すから、一度ちゃんと見直すきっかけを提

供しようということから始めました」（高橋

氏）。サービスの対象はVectorCASTのユー

ザに限らないので、「ぜひに」と思う方は相

談されるといいだろう。

日本のニーズを吸収して、
ツールに反映していく
　日本支店の立ち上げから、ほぼ１年。高

橋氏は「ユーザのことを考えた使いやすい

ツールと、総じて高評価を得ています。組

込み機器のターゲットで実行できることも

メリット。テストケースの自動生成機能もか

なり優秀といっていただいています」と国

内での手応えを感じながらも、まだ年数も

少ないことから、「どのようなプロセスでど

んな機能が求められているのか、ニーズを

吸収してツールに反映していくことは自分

の役割。日本に拠点があるワールドワイド

なテストツールベンダは多分当社だけ。世

界レベルで実績のあるベンダが日本の

ニーズに応えるツールを提供いくことを使

命に感じています」と意気込みを語る。

　JASAへの入会も、業界内の交流の場とし

て活かしていくためだ。「日本の組込みの現

状として必要されていることと、米国企業の

考えていることにズレも出てくると思います。

少しずつでもそのズレを吸収して、お互い

に役立てるようにしたい。ツールのお客さん

以外の声も聞いていきたいですし、交流を

深めていければと思っています」

　そのJASAが主催する組込み総合技術

展（ET）は、格好のアピールの場だ。Vector

CASTをより深く知ってもらうために、変更

ベーステストやJenkinsとの連携による継

続的インテグレーションなどデモを交えな

がら、ツールのメリットや機能を紹介する。

認証取得の有無によらず、組込みソフト

ウェアのテストフェーズは、自動化やコスト

削減など、各社に共通する大きな課題とい

える。「認証規格に通るためにやらなけれ

ば、という後ろ向きの理由だけではなく、品

質を良くし開発効率を上げるためにやる、

という積極的な意識で取り組まれている人

も多い」（高橋氏）というように、Vector-

CASTは認証取得の有無に関わらず、通信

機器や家電メーカーなどにも広がりを見

せている。「必ずしも認証取得だけに使わ

れるものではなく、テストアクティビティの

改善に役立つツール。積極的に活用いた

だきたい」と高橋氏。テストフェーズに悩む

人にとって、ベクター・ソフトウェアはこれ

からもっと頼れる存在になりそうだ。

▲ガートナーが選定する
「Cool Vendors 2016」。市
場において世界的に革新的
なベンダとして認定された。

◀ET2016の出展ブース（A-27）
では、変 更ベーステスト、
Jenkinsと連携した継続的イン
テグレーションなどデモが体験
できる。VectorCASTを知る絶
好の機会だ

◀▼VectorCASTのカバレッジ計測とレ
ポート例。コードの色分けで進捗が確認で
きる。

A-27

ETでVectorCASTの効果をデモ

メインステージ

JASA特設パビリオン

ワークショップ会場
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拓殖大学工学部電子システム工学科准教授
拓殖大学産学連携研究センター副センター長

す。VSWRはアンテナの評価指標の１つで

VSWRの値が1に近いほどアンテナに入力さ

れた信号は電波として空間に放射されます。

今回の電磁解析では、VSWRは設計周波数で

ある920MHzで概ね1.2となりました。これは、

アンテナに入力された信号のほとんどのエネ

ルギーが電波として空間に放射されているこ

とを示します。それを確認するために電波の

放射特性を図3に示します。きれいなリンゴの

形に見えるかと思います。暖色系から寒色系

へ色が変化していますが、電波の強度が大き

い状態から小さな状態へ変化していると考え

てください。これを実装に置き換えて考えてみ

ましょう。実装基板の一辺の長さは使う周波

数に合わせて設計することは可能でしょうか。

図4と図5には、アンテナの長さは図1と同じで

すが、プリント基板の大きさをそれぞれ2倍と

2分の1にしてみました。電磁解析の結果とし

てVSWRを図6と図7に示します。設計周波数

のときのVSWRはそれぞれ概ね2.5と5.0とな

りました。この値は、アンテナに入力された信

号が反射損失により失われ電波として空間に

放射されるエネルギーが減ってしまっている

はじめに
　さまざまなものにコンピュータと通信機能

が搭載されネットワークに接続し、我々の生活

に大きな変革を起こしてくれると期待されて

いるIoT(Internet of Things)。この言葉は、ユ

ビキタス社会、ユビキタスコンピューティング、

M2Mという時代とともに変遷がありました。し

かし、現在のIoTはそれらの言葉と大きな違い

があると筆者は考えます。それは、時代的な背

景です。ユビキタスと言われていた時代にLTE

ネットワーク、小型無線モジュール、低電力マ

イコンそしてエネルギーハーベストという技

術はあったでしょうか。現在は、IoTを推進する

うえで技術的な背景とそれを求める社会的な

環境は十分に整いつつあると考えます。しか

し、IoTの具現化を考えると残念ながらいくつ

かの課題があります。ここでは、ワイヤレス技

術とセンサ技術そして電源技術について着目

して話を進めてみたいと思います。

ワイヤレス技術
　ワイヤレス技術は、小型無線モジュールの

出現により様々な装置への実装の敷居は大き

く下がりました。無線の世界は、職人的技術を

要求されてる領域でしたが、この無線モジュー

ルを利用することでディジタルエンジニアでも

容易に無線を使うことが可能となりました。し

かし、職人的技術がまったく必要とされなく

なった訳ではありません。具体的には、実装技

術とアンテナ技術がそれにあたります。

　図1は920MHzで動作するモノポールアン

テナをプリント基板に実装した状況を電磁解

析のモデルとしてまとめたものです。四角部分

をプリント基板として考えてください。周波数

は920MHzとしたので、アンテナの長さは1/4

λ必要でその長さはおよそ8.2cmです。プリン

ト基板の一辺の長さについてもアンテナの長

さと同じとしました。図2はこのときのVSWR

（Voltage StandingWave Ratio）を示していま

ことを示しています。このように小型モジュー

ルの実装時にプリント基板が影響してしまう

可能性があることを、簡単なモデルで説明しま

した。実際には、基板のグランド面の大きさ、筐

体の材質、アンテナの形状など条件はもっと複

雑になるため、前述のとおり、実装とアンテナ

に職人技が必要となるのです。

　また、もう一つの実装の課題を示します。例

えばBLE（Bluetooth Low Energy）モジュール

の小さなものは10mm角程度です[1]。これを

用いると小さな製品のワイヤレス化が可能と

なります。しかし、ここで注意すべき点がいくつ

かあります。例えば、EMC（Electric Magnetic

Compatibility）です。高クロックのマイコンの

そばに十分な対策もなくBLEを実装すると途

端に感度や伝送速度が劣化する可能性があ

ります。これは、基板のグランド部を介してまた

は空間を介してマイコンが出すノイズがBLE

に結合し発生する問題です。電波の伝搬距離

が短かくなるという問題にもつながります。

　アンテナ技術についても同様です。サブギ

ガ（IoTでは920MHz帯特定小電力無線のこと

を呼ぶ）モジュールを使っているのに関わらず

技術寄稿

IoT×ワイヤレス
前山 利幸

図1

図3

図2

プロフィール
平3拓殖大・工・電子工卒．平5同大大学院修
士課程了．平8同大学大学院博士後期課程
了．博士（工学）．同年DDI東京ポケット電話
（株）入社．同年（株）京セラDDI未来通信研究
所．平10第二電電（株）．平13（株）KDDI研究
所．現在，拓殖大・工・電子システム工・准教
授，同・産学連携研究センター・副センター
長．第16回電波産業会電波功績賞受賞．アン
テナ，電波伝搬，通信方式，IoTの研究・開発に
従事．
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数十mしか電波が飛ばないというケースもあ

ります。モジュールの仕様上は10mWの出力

が得られるとあるが、実測してみると半分程度

の出力しか得られていないという現象です。こ

れは適切にアンテナを設計しないと図1等を

使って説明したことと同様な現象が起こること

を示しています。例えば、アンテナ利得の3dB

の差は、100m電波が届くものが概ね75m以

下となってしまうことを示します。実際の電波

の伝搬環境は設置環境に依存してさらに複雑

なので、劣化量はもっと大きいと考えられます。

　筆者は、スマートフォンの無線性能評価や

アンテナ・伝搬技術を専門としているため、上

述のような状態になった無線製品が持ち込ま

れることが多いのです。今回は、その経験をも

とに説明させて頂きました。

センサ
　IoTの具現化の１つにワイヤレスセンサ

ノードがあります。これは、センシングした情報

を無線で伝送することで、人の手の届きにくい

場所の情報を定期的に得ることができるよう

になります。アプリケーションとしては、建造物

の構造モニタなどに有用と考えています。しか

し、センシング対象に対して適切なセンサが

無い、センシング項目によってはセンサの消

費電力が大きいという問題もあります。センサ

については詳しい説明は行いませんが、小型

無線モジュールと組み合わせてIoTのワイヤ

レス化が図れたとしても、後述する電源の問

題は大きな課題の一つです。

　将来は、人の周囲に100以上のセンサが配

置されさまざまなものがセンシングされると言

われています。省電力なセンサの種類の拡充

がIoT普及のために必要な要素の１つと考え

ています。

エネルギー
　近年、エネルギーハーベストという言葉が

使われはじめました。環境からエネルギーを

得てIoTに活用できないかという研究開発も

進んでいます。この技術が実現できると、前述

のセンサと通信モジュールを組み合わせるこ

とで、非常に手軽にIoTが実現できると考えて

います。すでに、小さなソーラーセルと低電力

な無線技術を組み合わせたワイヤレスセンサ

ノードが実用化されています[2]。例えば、ドア

の開閉をマグネットスイッチで検出し、その情

報を即座に無線で伝送するアプリケーション

も実現されています。また、レクテナという技術

は、空間にある電磁波、例えばスカイツリーか

ら放射される地上波テレビジョンの放送電波

や携帯電話基地局から送信される電波を受

信し、IoT機器向けのエネルギーに変えること

ができる技術です[3]。電波は交流なのでマイ

コンなどで使うためには整流する必要があり

ますが、そのときに使うダイオードなどの半導

体デバイスの効率が改善されることで、現実

的に利用が可能となる電力が得られると言わ

れています。この様に、現状のエネルギーハー

ベスト技術ではIoTの具現化のために利用す

るためには、もう少し技術の革新が必要なの

かもしれません。

　一方、ワイヤレス給電技術も注目されてい

ます。これは、電動シェーバーや電動歯ブラシ

などの無接点型の充電システムが有名です。

近年では、スマートフォンなどを置くだけで充

電できるシステムも実用化されました。この技

術の応用は、数m離れた場所にあるIoT機器

に対して空間的にエネルギーが伝送できるこ

とです。この伝送効率がさらに改善されると、

IoT機器の電源問題は大幅に改善し、IoTの応

用範囲はさらに広がることが期待できます。

あとがき
　最近のニュースで植物工場の倒産記事を

目にしました。農業にIoT技術を投入したIoT

の代表的な取り組みでしたが、残念ながらビ

ジネス的には成り立たなかったのでしょう。確

かに、露地栽培の野菜と同程度のコストで、植

物工場で野菜が育てられるとは考え難いです。

初期投資も大きいことも影響したのかもしれ

ません。しかし、露地栽培野菜に対してIoTの

力でなんらかの差別化をはかることは出来な

かったのでしょうか。筆者は、IoTは奥の深い

技術と考えています。植物工場がなぜ上手く

進まなかったのか、IoTの研究に携わる者とし

て、詳細な状況分析が報告されることを期待

するとともに、IoTに対する負のイメージがつ

かないことを願わずにはいられません。

文 献
[1] http://www.lapis-semi.com/jp/semicon/telecom/landing/mk71050-03.html　[2] https://www.enocean.com/jp/　[3] http://www.den-gyo.com/solution/solution01_d.html
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会社名
アートシステム株式会社
IARシステムズ株式会社
アイティアクセス株式会社
株式会社iTest
株式会社アイテック
株式会社暁電機製作所
ACCEL JAPAN 株式会社
アイ･サイナップ株式会社
株式会社アサヒ電子研究所
アストロデザイン株式会社
株式会社アックス
アップウィンドテクノロジー・インコーポレイテッド
アドバンスデザインテクノロジー株式会社
アドバンストシステムズ株式会社
アドバンスドソフトウェア株式会社
株式会社アドバンスド・データ・コントロールズ
株式会社アフレル 東京支社
アルカディア・システムズ株式会社
アンドールシステムサポート株式会社
アンドールシステムサポート株式会社 大阪事業所
株式会社イーアールアイ
イーエルシステム株式会社
株式会社イーシーエス
イーソル株式会社
株式会社イーテクノロジー
イマジネーションテクノロジーズ株式会社
株式会社インサイトワン
株式会社インフォテック・サーブ
株式会社ヴィッツ
株式会社ウォンツ
株式会社エイビイラボ
株式会社エーアイコーポレーション
株式会社エクスモーション
株式会社ＳＲＡ
株式会社ＳＪＣ
STマイクロエレクトロニクス株式会社
エヌ・ティ・ティ・ソフトサービス株式会社 モバイル統合サービス部
株式会社NS・コンピュータサービス　エンベデッド本部
株式会社NCE
株式会社エヌデーデー
株式会社エフェクト
エプソンアヴァシス株式会社
エポックサイエンス株式会社
株式会社エリック・アンド・アンディ
株式会社エンファシス
株式会社エンベックスエデュケーション
有限会社ＯＨＫ研究所
株式会社OTSL
オープンテクノロジー株式会社
株式会社ガイア・システム・ソリューション
ガイオ・テクノロジー株式会社
株式会社金沢エンジニアリングシステムズ
株式会社ギガ
キャッツ株式会社
京都マイクロコンピュータ株式会社

会社名
株式会社キヨカワ
株式会社グレープシステム
株式会社クレスコ
株式会社ＫＳＫ システムコア事業部
株式会社コア
株式会社コア 北海道カンパニー
株式会社コア 東関東カンパニー
株式会社コア 中部カンパニー
株式会社コア 関西カンパニー
株式会社コア 九州カンパニー
株式会社コスモ
株式会社COSMO LINK PLANNING
株式会社コミュニケーション・テクノロジー
株式会社コンセプトアンドデザイン
株式会社コンピューテックス
株式会社サートプロ
佐鳥電機株式会社
三幸電子株式会社
株式会社サンテック
株式会社シー・シェルコーポレーション
株式会社ジェーエフピー
ジェネシス株式会社
株式会社システムクラフト
株式会社システムクリエイティブ
株式会社システムサイエンス研究所
株式会社システムプランニング
ジャパンシステムエンジニアリング株式会社
シリコンリナックス株式会社
株式会社シントーク
スキルインフォメーションズ株式会社
図研エルミック株式会社
図研エルミック株式会社 大阪営業所
株式会社ステップワン
株式会社ストラテジー
スパークスシステムズジャパン株式会社
株式会社セントラル情報センター
株式会社セントラル情報センター 東北支店
株式会社窓飛
株式会社Sohwa & Sophia Technologies
株式会社ソフトウェア研究所
株式会社ソフトエイジ
株式会社ソフトム
株式会社ソフト流通センター 
第一精工株式会社
ダイナコムウェア株式会社
株式会社ダイナテック
ダイナミックソリューションズ株式会社
太洋工業株式会社
匠ソリューションズ株式会社
株式会社たけびし
データテクノロジー株式会社
TISソリューションリンク株式会社
ｄＳＰＡＣＥ Ｊａｐａｎ株式会社
T4U株式会社
TDIプロダクトソリューション株式会社

ホームページのURL
https://www.artsys.co.jp/
http://www.iar.com/jp/
http://www.itaccess.co.jp/
http://www.itest.co.jp/
http://www.itecgr.co.jp/
http://www.arunas.co.jp/
http://www.acceljapan.jp/
http://www.i-cynap.net/
http://www.aelnet.co.jp/
http://www.astrodesign.co.jp/
http://www.axe-inc.co.jp/
http://www.upwind-technology.com/
http://www.adte.co.jp/
http://www.asco.jp/
http://www.as-k.co.jp/
http://www.adac.co.jp/
http://www.afrel.co.jp/
http://www.arc-mec.com/
http://www.andor.jp/
http://www.andor.jp/
http://www.erii.co.jp/
http://www.el-systems.co.jp/
http://www.esc-gr.com/
http://www.esol.co.jp/
http//www.e-technology.co.jp/
http;//www.imgteckk.com/
http://www.insight-one.co.jp/
http://www.infotech-s.co.jp/
http://www.witz-inc.co.jp/
http://www.wantsinc.jp/
http://www.ab-lab.co.jp/
http://www.aicp.co.jp/
http://www.exmotion.co.jp/
http://www.sra.co.jp/
http://www.sjc-sendai.ne.jp/
http://www.st.com/
http://www.ntts-sv.co.jp/
http://nscs.jp/
http://www.nce.co.jp/
http://www.nddhq.co.jp/
http://www.effect-effect.com/
http://avasys.jp/
http://www.epochscience.co.jp/
http://ericandy.sakura.ne.jp/
http://www.emfasys.co.jp/
http://www.embex-edu.com/

http://www.otsl.jp/
http://www.open-tec.co.jp/
http://www.gaiaweb.co.jp/
http://www.gaio.co.jp/
http://www.kanazawa-es.com/
http://www.giga.core.co.jp/
http://www.zipc.com/
http://www.kmckk.co.jp/

ホームページのURL
http://www.kiyokawa.co.jp/
http://www.grape.co.jp/
http://www.cresco.co.jp/
http://www.ksk.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.core.co.jp/
http://www.cosmo.co.jp/
https://www.facebook.com/CosmoLinkPlanning/
http://www.kyoto-cti.co.jp/
http://www.candd.co.jp/
http://www.computex.co.jp/
http://www.certpro.jp/
http://www.satori.co.jp/
http://www.sanko-net.co.jp/
http://www.suntec.co.jp/
http://www.seashell.co.jp/
http://www.jfp.co.jp/
http://www.genesys.gr.jp/
http://www.scinet.co.jp/
http://sc.poi.ne.jp/
http://www.sylc.co.jp/
http://www.sysplnd.co.jp/
http://www.jase.co.jp/
http://www.si-linux.co.jp/
http://www.shintalk.com/
http://www.sic-net.co.jp/
http://www.elwsc.co.jp/
http://www.elwsc.co.jp/
http://www.stepone.co.jp/
http://www.k-s-g.co.jp/
http://www.sparxsystems.jp/
http://www.cic-kk.co.jp/
http://www.cic-kk.co.jp/
http://www.sohi.co.jp/
http://www.ss-technologies.co.jp/
http://www.swl.co.jp/
http://www.softage.co.jp/
http://www.softm.co.jp/
http://www.k-src.jp/
http://www.daiichi-seiko.co.jp/
http://www.dynacw.co.jp/index.aspx
http://www.dynatec.jp/
http://www.dynasol.co.jp/
http://www.taiyo-xelcom.co.jp/
http://www.takumi-solutions.com/
http://www.takebishi.co.jp/
http://www.datec.co.jp/
http://www.tsolweb.co.jp/
http://www.dspace.com/ja/jpn/home.cfm
http://www.t4u.asia/
http://www.tdips.co.jp/
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会社名
株式会社データ・テクノ
データテクノロジー株式会社
株式会社テクノサイト
株式会社テクノプロ
テクマトリックス株式会社
デジタル・インフォメーション・テクノロジー株式会社 エンベデッドソリューションカンパニー
テセラ・テクノロジー株式会社
デンセイシリウス株式会社
東海ソフト株式会社
東芝情報システム株式会社
東信システムハウス株式会社
東杜シーテック株式会社
東洋電機株式会社   
東横システム株式会社
株式会社トーセーシステムズ
株式会社永栄
有限会社中野情報システム
株式会社ニッキ
株式会社日新システムズ
株式会社日新システムズ 東京事務所
日本システム開発株式会社
日本システム管理株式会社
日本ノーベル株式会社
日本プロセス株式会社　組込システム事業部
日本ローターバッハ株式会社
ＮＥＵＳＯＦＴ Ｊａｐａｎ株式会社
株式会社ネスティ
ハートランド・データ株式会社
株式会社ハイスポット
萩原電気株式会社
バックス情報システム株式会社
株式会社バッファロー
株式会社パトリオット
株式会社ハネロン

会社名
ハル・エンジニアリング株式会社
パワースタッフ株式会社
株式会社Ｂｅｅ
株式会社ビー・メソッド
ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
株式会社ビジュアルソフト ソリューションビジネス事業部
株式会社ビッツ
株式会社ビッツ 東北事業所
樋脇精工株式会社
株式会社富士通コンピュータテクノロジーズ
フラットーク株式会社
ベクターソフトウェア・ジャパン
株式会社北斗電子
株式会社星光
マイクロテクノロジー株式会社
マルツエレック株式会社
有限会社ミネルヴァ
株式会社明理工業
株式会社メタテクノ
メンター・グラフィックス・ジャパン株式会社
安川情報エンベデッド株式会社
ユークエスト株式会社
ユタカ電気株式会社
株式会社ユタカ電子
株式会社ユビキタス 営業本部
横河ディジタルコンピュータ株式会社
ライジングサン企画株式会社
株式会社来夢多゛
リコーITソリューションズ株式会社
リネオソリューションズ株式会社
株式会社ルナネクサス
株式会社ルネサス イーストン 技術本部 ソフト開発部
株式会社ロボテック
株式会社ＹＣＣ情報システム

ホームページのURL
http://www.datatecno.co.jp/
http://www.datec.co.jp/
http://www.technosite.co.jp/
http://www.technopro.com/design/
http://www.techmatrix.co.jp/
http://www.ditgroup.jp/
http://www.tessera.co.jp/
http://www.denseisirius.com/
http://www.tokai-soft.co.jp/
http://www.tjsys.co.jp/
http://www.toshin-sh.co.jp/
http://www.tctec.co.jp/
http://www.toyo-elec.co.jp/
http://www.toyoko-sys.co.jp/
http://www.toseisys.co.jp/

http://nakanoinfosystem.com/
http://www.nikkinet.co.jp/
http://www.co-nss.co.jp/
http://www.co-nss.co.jp/
http://www.nskint.co.jp/
http://www.nskanri.co.jp/
http://www.jnovel.co.jp/
http://www.jpd.co.jp/
http://www.lauterbach.com/jindex.html
http://www.newsoft.co.jp/
http://www.nesty-g.co.jp/
http://hldc.co.jp/
http://www.hispot.co.jp/
http://www.hagiwara.co.jp/
https://www.bacs-j.co.jp/
http://buffalo.jp/
http://www.patriot.co.jp/
http://www.haneron.com/

ホームページのURL
http://www.haleng.co.jp/
http://www.power-staff.co.jp/
http://www.bee-u.com/
http://www.be-method.co.jp/
http://www.biz3.co.jp/
http://www.vss.co.jp/
http://www.bits.co.jp/
http://www.bits.co.jp/
http;//www.hiwakiseiko.co.jp/
http://jp.fujitsu.com/group/fct/
http://www.flatoak.co.jp/
https://www.vectorcast.com/ja/
http://www.hokutodenshi.co.jp/
http://www.hoshimitsu.co.jp/
http://www.microtechnology.co.jp/
http://www.marutsu.co.jp/

http://www.meiri.co.jp/
http://www.meta.co.jp/
http://www.mentorg.co.jp/
http://www.ysk-emb.jp/
http://www.uquest.co.jp/
http://www.yutakaelectric.co.jp/
http://www.yutakadenshi.co.jp/
http://www.ubiquitous.co.jp/
http://www.yokogawa-digital.com/
http://www.risingsun-planning.com/
http://www.ramuda.co.jp/
http://www.jrits.co.jp/
http://www.lineo.co.jp/
http://www.luna-nexus.com/
http://www.rene-easton.com/
http://ｗｗｗ.robotec.tokyo/
http://www.yamagata-ycc.co.jp/

会社名
一般社団法人ＩＩＯＴ
株式会社JTBコミュニケーションデザイン
一般社団法人 ＩＴ検証産業協会
一般財団法人関西情報センター
九州IT融合システム協議会
一般社団法人行政情報システム研究所
組込みシステム産業振興機構
特定非営利活動法人 組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究会
一般社団法人コンピュータソフトウェア協会
株式会社CSAホールディングス
ＣＱ出版株式会社
一般社団法人J-TEA
一般社団法人重要生活機器連携セキュリティ協議会
一般社団法人情報サービス産業協会
一般社団法人スキルマネージメント協会
一般財団法人ソフトウェア情報センター
損害保険ジャパン日本興亜株式会社　
第一生命保険株式会社　
一般社団法人TERAS

会社名
株式会社電波新聞社
株式会社トーメン エレクトロニクス
特定非営利活動法人ＴＯＰＰＥＲＳプロジェクト
株式会社日経ＢＰ
株式会社日広社
日本生命保険相互会社　
日本マイクロソフト株式会社
一般社団法人組込みマルチコアコンソーシアム
モバイルコンピューティング推進コンソーシアム
パナソニック株式会社 人材開発カンパニー
株式会社ピーアンドピービューロゥ
株式会社 日立産業制御ソリューションズ
三井住友信託銀行株式会社
みやぎ組込み産業振興協議会

国立大学法人東北大学
東京電機大学

ホームページのURL
http://www.iiot.or.jp/

http://www.jtbcom.co.jp/

http://www.ivia.or.jp/

http://www.kiis.or.jp/

http://www.isit.or.jp/ES-Kyushu/

http://www.iais.or.jp/

http://www.kansai-kumikomi.net/

http://www.sessame.jp/

http://www.csaj.jp/

http://www.cqpub.co.jp/

http://www.j-tea.jp/

http://www.ccds.or.jp/

http://www.jisa.or.jp/

http://www.skill.or.jp/

http://www.softic.or.jp/

http://www.sompo-japan.co.jp/

http://www.dai-ichi-life.co.jp/

http://www.teras.or.jp/

ホームページのURL
http://www.dempa.com/

http://www.tomen-ele.co.jp/

http://www.toppers.jp/

http://www.nikkeibp.co.jp/

http://www.nikkosha-ad.jp/

http://www.nissay.co.jp/

http://www.microsoft.com/windowsembedded/ja-jp/default.mspx

http://www.embeddedmulticore.org/

http://www.mcpc-jp.org/

http://panasonic.co.jp/

http://www.pp-web.net/

http://www.hitachi-ics.co.jp/

http://www.smtb.jp/

http://www.kumikyo-miyagi.org/

http://www.tohoku.ac.jp/

http://web.dendai.ac.jp/

賛 助 会 員

学 術 会 員

（2016年11月）
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I n f o r m a t i o n @ J A S A News&Topics

機関誌　Bulletin JASA Vol.60 一般社団法人組込みシステム技術協会
発行人　　会　　　長　　簗田　　稔
編集人　　広報委員長　　塚田　英貴

◎無断転載を禁じます。

平成28年  11月 15日
東京都中央区日本橋大伝馬町6-7
Tel.03-5643-0211　Fax.03-5643-0212
URL　http://www.jasa.or.jp/

■編集後記
　今号は、当協会主催により11月16日に開幕する「ET・IoT Technology
展」特集号として、見どころ聞きどころ等プレビューと併せ、会員企業の
出展情報を掲載しております。
　本展示会は、IoT社会を実現する基幹技術となる「組込み技術」と「つ
ながる技術」を網羅した「ET・IoT総合技術展」として、様々な産業や社
会インフラなどで求められる双方の最先端テクノロジーとソリューション
が発信される唯一の業界イベントです。
　今年は、ET開催30回となる記念回として各種イベントが企画・実施さ
れますが、中でも会員企業による「JASA特設パビリオン」が注目！です。
　本パビリオンでは、30社余りの出展ブースと併せ、組込み向けプラッ
トフォーム「OpenEL」を搭載したロボット展示や、ETEC体験コーナー等
が会期中に渡り運営されます。

　当広報委員会としても、組込み業界（の一部）で話題のJASAアイドル
キャラクター「クミコ・ミライ」3人（体）を派遣して、出展社とパビリ
オンを大いに盛り上げ、協会活動を大々的にPRしますので、ご来場のう
え「JASA特設パビリオン」にお立ち寄りください。
　また、機関誌記事といたしましては、拓殖大学・前山准教授より「IoT
＋ワイヤレス」をご寄稿いただきました。IoTにおけるワイヤレス技術、
センサ技術と電源技術を取り上げ解説いただいています。

会員企業訪問では、ET/IoT展にも出展される「ベクターソフトウェアジャ
パン」の高橋氏より、テストプラットフォーム「VectorCAST」を中心に
日本での展開とJASAへの期待等をお聞きしております。

　是非、皆様にご一読いただきたく存じます。　　広報委員長　塚田英貴

ET2016 
IoT Technology 2016

技術本部セミナー 
11月16日（水）13:30-17:00 【F204】

13:30‒13:50／安全誘導型設計の特徴と試行
̶意図を記述すれば、安全性が高まる̶

【安全仕様化WG】

14:00‒14:20／人と共生する生活支援ロ
ボットの機能安全

【ロボット安全研究会】

14:30‒14:50／ドローン・ユーザーへの新
提案！組込みシステムでドローンを自作
しよう。日本発のロボット制御インター
フェイスOpenELの活用

【プラットフォーム研究会】

15:00‒15:20／ドローン&ロボット、機械
学習OSSの紹介と、OSSの品質につい
てのアプローチ

【OSS活用WG】

15:30‒15:50／レガシーコードの蘇生術
～リバースモデリングツールREｘ
STM for Cのご紹介～

【状態遷移設計研究会】

16:00‒16:20／JASAが目指すIoTとは？
【IoT技術研究会】

16:30‒17:00／アジャイルを活用した開発
改善

【アジャイル研究会】

IoT "ビジネス" 研究セミナー 
11月16日（水）13:30～17:00 【F201】

13:30‒13:40／挨拶
JASA協業推進委員長／
IoTビジネス研究会主宰／

株式会社ユビキタス代表取締役
佐野 勝大

13:40-14:20／空の産業革命を起こすド
ローンテクノロジー ～映像とセンシン
グデータ、そしてクラウド技術が切り拓
く新たなITフロンティア～

トライポッドワークス株式会社
代表取締役社長　佐々木賢一

14:20-15:10／未来予測2016-2030
～コンピューティング革命としての「ク
ラウドロニクス」

株式会社アクアビット 
代表取締役 チーフビジネスプランナー

田中 栄
15:20-16:10／顧客視点でのIoTの活用と
統合化によるファシリティ最適運用のイ
ンパクト

株式会社内田洋行
スマートビル事業推進部

部長　山本 哲之
16:10-17:00／IoTで躍進する組込みシス
テム技術

株式会社ウフル
上級執行役員　八子 知礼

株式会社ウフル
IoTイノベーションセンター

副部長　竹之下 航洋

グローバルフォーラム
11月17日（木）14:00～16:50 【F204】

14:00‒14:05／委員長挨拶
TDIプロダクトソリューション株式会社

代表取締役社長　廣田豊
14.05‒14.55／「収穫期を迎えた日本企業
のアジアビジネス戦略」 

NPO法人 アジア起業家村推進機構
アジア経営戦略研究所 所長　増田辰弘
15.05‒15:20／タイのソフトウェア事業に
ついて

ソフトウェア産業振興庁
15:20‒15:35／タイにおけるIoTビジネス
とは

タイ組込みシステム協会
顧問　Apinetr Unakul

15:35‒15:50／ソフトウェア事業とIoT
ビジネスのための投資インセンティブ

タイ投資委員会（BOI）
投資促進オフィサー、

シニアプロフェッショナルレベル
Ms.Vannipa Pipupchaiyasit

15:50‒16:10／タイと日本におけるソフト
ウェア・IoTの事業協力について

CTアジア 最高経営責任者
Mr. Chalermpon Punnotok 

16:10‒16:30／タイにおける組込みソフト
開発ビジネスについて 
豊田通商エレクトロニクスタイランド

社長　伊藤秀哉
16:30‒16:50／パネルディスカッション

JASAセミナーのご案内

詳細・事前登録は公式サイトで

http://www.jasa.or.jp/expo/

会期：2016年11月16日（水）～18日（金）
会場：パシフィコ横浜　アネックスホール
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JASAは、組込みシステム技術の普及・高度化  
調査研究など業界活動を積極的に展開しています。

名　称　一般社団法人組込みシステム技術協会
Japan Embedded Systems Technology Association（JASA）
会　長　簗田　稔
事務所　本部   東京都中央区日本橋大伝馬町 6-7
　　　　支部   北海道、東北、関東、中部、
　　　　　　   北陸、近畿、九州
目　的
組込みシステム（組込みソフトウエアを含めた組込みシステム
技術をいう。以下同じ。）における応用技術に関する調査研究、
標準化の推進、普及及び啓発等を行うことにより、組込みシス
テム技術の高度化及び効率化を図り、もって我が国の産業の健
全な発展と国民生活の向上に寄与することを目的とする。
会員数　正会員 166 社　賛助会員 31社　支部会員 11社
　　　　学術会員 2団体　個人会員 3名　（2016 年 11 月現在）
設　立　昭和 61年 8月 7日　
　　　　平成 24年 4月 1日 一般社団法人へ移行
組　織　事業推進本部、技術本部、人材育成事業本部、
　　　　ET 事業本部
産業分類　日本標準産業分類　G-3912　組込みソフトウェア業

協会概要

■入会金・会費
入会金

正会員・賛助会員  10 万円
個人会員   １万円
支部会員・学術会員 免　除

会　費
・正会員：右表による。
　（資本金と従業員数の該当区分で、いずれか大きな区分を適用する）
・賛助会員：１口を１０万円とし、原則３口以上とする。
・個人会員：１万２千円　・支部会員：６万円　・学術会員：免除

区分

A
B
C
D
E
F

　　　　　資本金

500 万円未満
500万円以上 2千万円未満
2千万円以上 5千万円未満
5千万円以上 1億円未満
1億円以上 5億円未満
5億円以上

　　 　従業員数

10 名未満
10名以上 50名未満
50名以上 100名未満
100名以上 200名未満
200名以上 400名未満
400名以上

年会費

  8 万円
16万円
24万円
32万円
40万円
48万円

１．Embedded Technology（ET展）及び
　　IoT Technology（IoT技術展）の開催
世界最大級の組込み技術展＆IoT技術展
「Embedded Technology／組込み総合技術展」 
「IIoT Technology／IoT総合技術展」
西日本唯一の組込み技術展＆IoT技術展
「Embedded Technology West」「IoT Technology West」

２．ETEC／組込みソフトウェア技術者試験制度の実施、普及拡大
組込み技術者の育成、スキル向上を目的とした組込みソフトウェア技術者向け試
験制度「ETEC」の実施、クラス2試験とともに上位のクラス1試験運用を開始

３．技術高度化のための調査研究活動
①機能安全・情報セキュリティ・生活支援ロボットの安全性に関する技術動向調査
②OSS普及活動（ロボット用OSS：OpenEL,OpenRTM等）、ライセンスの啓発活動
③IoT（Internet of Things）技術に関する調査研究
④ものづくり技術者の育成、サービスロボットのハードウェアの役割と技術要素
に関する調査研究
⑤共通プラットフォームに関する技術動向、ロボット技術及び市場に関する調査研究

４．人材育成・教育事業
①全国主要地区でのセミナー・フォーラム等の開催　
②新人研修講座、技術者教育・スキルアップセミナーの実施　
③企業が求める新卒人材調査（スキルレベル）の実施と情報提供
④学校法人向けコアカリキュラム（職業実践専門課程）の策定、教職員向けワー
クショップの実施
⑤業界認知活動「教育機関・学生向け業界研究セミナー」の実施

５．ETロボコン（ETソフトウェアデザインロボットコンテスト）の
　　地区大会及びチャンピオンシップ大会の開催
組込みソフトウェア分野の技術者教育を目的としたソフトウェア開発技術を争う
コンテスト。初級者対象のデベロッパー部門2クラス、中級技術者を対象とした
イノベーター部門1クラスの2部門3クラス制により、全国地区にて技術教育と競

技会を実施。11月開催「ET／組込み総合技術展」にて、各地区優秀チームによる
チャンピオンシップ大会を開催

６．協業支援・ビジネス交流会の運営
①会員内外の協業力を高めるためのマッチングイベント及び交流イベント（関
東、北海道、九州等）の実施・運営　
②他業界団体等との連携によるアライアンスビジネス交流会の実施
③IoTに関連するビジネス展開に向けた調査研究活動

７．国際化の推進、海外機関との連携強化
①国際化・グローバル化に向けた調査研究及び海外視察・会議等への派遣参加
②海外情報を発信する「グローバルフォーラム」、国際化推進のための「委員会
スピーチ」等イベントの企画・運営
③海外機関・団体との連携強化と共同イベント等の企画・運営

８．ＣＭＳiＳ認証の推進
組込み開発企業や中小企業に特化したISO/IEC27001準拠の情報セキュリティ対策
成熟度評価・認証制度「CMSiS」の普及推進

９．日本プラグフェストの開催
インターフェース規格を持つメーカ同士が相互運用性を検証する技術イベント
年２回（春・秋）開催　HDMI、MHL等

10．OpenELの普及啓発と国際標準化に向けた活動
JASAが提案する「Open EL（Open Embedded Library)：ロボットや制御システム
などのソフトウェアの実装仕様を標準化する組込みシステム向けプラットフォー
ム」の普及啓発、国際標準化に向けた展開

11．広報活動
①技術・業界動向、協会活動等を掲載した機関誌「Bulletin JASA」の定期発行と活用
②ホームページ活用による委員会活動・研究成果、会員情報、イベント情報等の
提供及びメールニュース配信等による情報提供・広報
③キャラクター「クミコ・ミライ」を活用した業界認知度向上と協会活動の周
知・PR

主な事業活動

［本部事務局］
〒103 - 0011　東京都中央区日本橋大伝馬町 6-7 住長第 2ビル
TEL.03-5643-0211  FAX.03-5643-0212　http://www.jasa.or.jp/

※平成28年度 入会キャンペーン期間中は免除
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